
外皮消毒剤

ポピコットン棒
10％ポビドンヨード液含浸綿棒

指定医薬部外品

（実物大）

綿幅径：12mm



品　　名 サイズ 縦×横×高（mm） 重　量
総重量 梱包入数 JANコード

10

個装 145× 70 ×180

外装 375×308×193

220g

2.7kg

（1包　　170× 50 × 10） （5g）

ポピコットン棒
1本入り×30

包装規格
２０15年4月改訂

1包中
　日本薬局方ポビドンヨード0.25g
　綿棒1本
添加物としてラウロマクロゴール、グリセリン、乳酸ナトリウム、ヨウ化ナ
トリウム、pH調整剤を含む
（１０％ポビドンヨード液２．５mLを含む）

すり傷、切り傷、さし傷、かき傷、靴ずれ、創傷面の洗浄･消毒

1日数回患部に塗布する。
〈用法・用量に関連する注意〉
　（1）小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させる

こと。
　（2）目に入らないように注意すること。万一、目に入った場合には、すぐ

に水又はぬるま湯で洗うこと。
なお、症状が重い場合には、眼科医の診療を受けること。

　（3）外用にのみ使用すること。

　　 してはいけないこと
（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる）
次の人は使用しないこと
　（1）本剤によるアレルギー症状を起こしたことがある人。

　（2）患部が広範囲の人。
　（3）深い傷やひどいやけどの人。
　　相談すること
1. 次の人は使用前に医師又は薬剤師に相談すること
　（1）医師の治療を受けている人。
　（2）本人又は家族がアレルギー体質の人。
　（3）薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。
2. 次の場合は、直ちに使用を中止し、この文書を持って医師又は薬剤師に
相談すること
　（1）使用後、次の症状があらわれた場合

　　 まれに下記の重篤な症状が起こることがある。
　　 その場合は直ちに医師の診療を受けること。

　（2）5～6日間使用しても症状がよくならない場合

　（1）直射日光の当たらない涼しい所に保管すること。
　（2）小児の手の届かない所に保管すること。
　（3）他の容器に入れ替えないこと。（誤用の原因になったり品質が変わる。）
　（4）開封後はすみやかに使用すること。

用法・用量

効能・効果

使用上の注意
保管及び取扱い上の注意

成分・分量

ポピコットン棒
外皮消毒剤

Popicotton stick 10％ポビドンヨード液含浸綿棒

指定医薬部外品
21400DZZ01773000
2003年11月

効能・効果、用法・用量、使用上の注意等の改訂にご留意下さい。

貯　　法：直射日光をさけ、なる
べく涼しい場所に保管
すること

使用期限：3年（箱に記載）

販 売 開 始
承 認 番 号
区 分

特  徴特  徴

綿棒の取扱方法

衛生的！
●日局無菌試験に適合した製剤です
●個包装で1回の使いきりです
●繰り返し使用・継ぎ足し使用による汚染のおそれがありません
●綿棒に手が直接触れません
●綿棒は滅菌済を使用し、衛生的に包装しています

消毒に最適な一定の薬液量を確保！
●1回分の薬液量が調製されているため薬液使用量の無駄がありません
●万能つぼ使用時のような調製後の濃度変化のおそれがありません

携帯に便利な小包装！
●携帯性に優れた1本包装です

取扱が簡単！
●開封後すぐに使用できます
●万能つぼ・ピンセットなどの器具を洗浄・消毒・滅菌する必要
　がないので、日常の作業を省力化できます

綿棒の取扱方法

綿棒をアルミの上から押さえ
ていると切れません

切り口の矢印に沿ってアルミ
を切る

残ったアルミを切り口の矢印
に沿って切る

アルミの上から綿棒をつまん
で取り出す

※開封後はすみやかに使用してください

指定医薬部外品

④1702KK
400036
2017年2月改訂【製品情報サイト】   http://www.yoshida-pharm.jp/

発疹・発赤、かゆみ皮ふ
関係部位 症状

ショック
（アナフィラキシー）

症状の名称 症状
使用後すぐにじんましん、浮腫、胸苦しさ等
とともに、顔色が青白くなり、手足が冷たく
なり、冷や汗、息苦しさ等があらわれる。

副作用被害救済制度のお問い合せ先
（独）医薬品医療機器総合機構
http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html
0120-149-931（フリーダイヤル）


